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※ ＱＲコードを読み取ると、　市携帯サイト
がご覧になれます。

　御殿場南小学校では入学式にあわせ、新入学児交通安全キャ

ンペーンが行われました。新一年生はこれから安全に登校でき

るよう、横断歩道を渡る練習をしました。（４月６日撮影）
交通ルールを守ろう
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☆★☆自治会活動にご理解とご協力を☆★☆
　御殿場市では自治会（区・組）活動が大変活発に行わ

れています。自分たちの住む所は自分たちの手で住みや

すくしようという意識のもと、河川美化や道路清掃など

の活動を始め、防犯灯の設置、ごみ集積所の清掃管理や、

近い将来予想される東海地震に備えた防災活動なども自

治会が行っています。

　また、市からの「広報ごてんば」やその他の刊行物、

配布物などは、自治会の役員さんにお願いして、配布し

ていただいています。そのほか、道路の整備依頼やカー

ブミラーの設置なども、自治会を通じて市役所に要望し

ていただいています。自治会では区民の皆さんの交流活

動として、盆踊り、体育祭、文化祭、敬老会、七五三、

秋祭り、成人式など、子どもからお年寄りにいたるまで

のあらゆる年代を対象とした様々な活動が展開されてい

ます。自治会活動にご理解いただき、区・組の活動にご

参加ください。
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平成 23年度

区長さんを紹介します
地域のリーダーで市民と行政のパイプ役

　区長は、各区から推薦された人を区民の取りまとめ役として市長が委嘱しま

す。行政事務の連絡や調整に協力していただくとともに、皆さんの要望を市に

伝えるなど、市政の円滑な運営と地域の活性化のため、ご尽力をいただきます。

◉は市区長会長、◎は地区区長会長、○は地区副会長です。※敬称略

市民協働課☎ (82)4308
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市
内
の
小
学
校
・
幼
稚
園
・

保
育
園
な
ど
か
ら
の
依
頼
に
応

じ
て
、
訪
問
読
み
聞
か
せ
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
で
は
、
読
書
月
間
に

国
語
の
授
業
な
ど
の
一
環
と
し

て
一
時
限
を
任
せ
て
頂
く
場
合

が
多
く
、
学
年
や
ク
ラ
ス
に
よ

っ
て
様
々
に
違
う
子
ど
も
た
ち

の
反
応
を
、
私
た
ち
の
方
が
楽

し
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

幼
稚
園
で
も
ク
ラ
ス
に
よ
っ

て
反
応
が
大
き
く
違
う
の
で
、

嬉
し
い
驚
き
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

　

保
育
園
で
は
０
歳
児
か
ら
読

み
聞
か
せ
る
の
で
す
が
、
子
ど

も
た
ち
の
素
直
な
反
応
は
本
当

に
楽
し
く
、
読
み
手
の
私
た
ち

の
方
が
い
つ
も
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
に
癒
や
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
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ト
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（
乳
幼
児
部
会
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（
乳
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保
健
セ
ン
タ
ー
・
図
書
館
と

協
力
し
、
６
カ
月
健
診
を
受
け

た
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
に
絵

本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
お
手
伝

い
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
場
で
絵
本
を
読
ん
で
聞

い
て
頂
く
こ
と
も
あ
り
、
赤

ち
ゃ
ん
を
抱
っ
こ
さ
せ
て
頂
い

た
時
は
、
あ
ま
り
の
愛
ら
し
さ

に
皆
が
ほ
の
ぼ
の
と
笑
顔
に

な
っ
て
し
ま
う
場
所
で
す
。

　

保
育
園
の
先
生
も
参
加
し

て
、
子
育
て
や
就
園
な
ど
に
つ

い
て
お
母
さ
ん
達
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

と
し
て
も
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

事
業
の
よ
り
良
い
進
め
方
を
学

ぶ
た
め
、
内
部
研
修
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
要
請
に
応
じ
て
、
各
地

区
の
「
子
育
て
サ
ロ
ン
」
で
読

み
聞
か
せ
を
し

た
り
、
市
社
会

教
育
課
主
催
の

「
楽
し
い
子
育

て
教
室
」
で
、

お
手
伝
い
を
し
た
り
し
て
い

ま
す
。

　

熱
心
な
お
母
さ
ん
た
ち
と
交

流
す
る
中
で
、
私
た
ち
も
、
楽

し
く
勉
強
を
さ
せ
て
頂
い
て
い

ま
す
。

　 活動の記録　 活動の記録
　平成 22 年度は、おはなし広場 51 回（参加ボランティア延べ 229 人）、

訪問おはなし広場 113 回（参加ボランティア延べ 452 人）、

ブックスタート対象親子 909 組（参加ボランティア延べ 204 人）

などの活動をしました。

　また、会としての通常の活動の他に、７月にはＮＨＫから講師を招いて

「話し方勉強会」を開催しました。

　10 月には、市民協働型まちづくり事業として、絵本作家の黒井健氏を

招いて講演会を開催しました。

　１月には草谷桂子氏を招いて、「選書について」の講演・勉強会を開催しました。
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御
殿
場
市
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
は
、
平
成

８
年
（
１
９
９
６
年
）、
図
書
館
の
呼
び
掛
け
に
応

じ
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
36
人
だ
っ
た
会
員
は
、

２
０
１
１
年
４
月
現
在
56
人
で
す
。

　

私
た
ち
は
読
み
聞
か
せ
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に

本
を
読
む
（
読
ん
で
も
ら
う
）
楽
し
さ
を
伝
え
、
読
書

に
親
し
む
お
手
伝
い
が
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
、
日
々

の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
５
つ
の
主
な
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。
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毎
週
土
曜
日
の
午
後
２
時
30

分
か
ら
３
時
ま
で
、
図
書
館
１

階
で
、
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
会
員
全
員
が
交
代
で
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
生
き
生
き
と

し
た
反
応
が
楽
し
い
の
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
お
母
さ
ん
や
お

父
さ
ん
、
お
祖
母
ち
ゃ
ん
も
一

緒
に
な
っ
て
聞
い
て
く
れ
る
と

嬉
し
く
な
り
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
を
抱
っ
こ
し
た
お

母
さ
ん
が
じ
っ
と
耳
を
傾
け
て

く
れ
る
姿
も
あ
り
、
嬉
し
い
気

持
ち
と
共
に
「
子
育
て
、
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
い
う
思

い
で
読
ん
で
い
ま
す
。
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御
殿
場
特
別
支
援
学
校
の
中

学
部
・
高
等
部
で
、
朝
の
ひ
と

と
き
「
お
は
な
し
会
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
「
御
特
祭
（
学
園

祭
）
」
に
お
い
て
も
、
毎
年
の

よ
う
に
参
加
し
、
「
お
は
な
し

会
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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（
高
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会
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ふ
じ
ざ
く
ら
・
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
で
年
に
４
回
、
高

齢
者
の
皆
さ
ん
へ
向
け
て
「
お

は
な
し
会
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

大
人
向
け
な
の
で
、
朗
読
や

語
り
・
手
品
な
ど
も
交
え
、
い

か
に
楽
し
ん
で
頂
け
る
か
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

長
年
に
わ
た
る
活
動

を
評
価
し
て
頂
き
、
御

殿
場
市
図
書
館
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会
と
し
て
、

昨
年
10
月
16
日
に
は
御

殿
場
市
社
会
福
祉
協
議

会
長
賞
を
、
同
18
日
に

は
県
教
育
長
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

▲おはなし広場での読み聞かせの様子

▲草谷桂子氏の講演に聞き入る皆さん ▲熱心に講義を受ける様子 ▲講師の黒井健氏を囲んで記念撮影

入会希望者募集中！入会希望者募集中！

　御殿場市図書館ボランティアの会では、入会

希望者を随時受け付け中です。

　興味のある人は、わたし達の活動を一度見学

してみませんか？

　入会を希望する人は、図書館ボランティアの

会の研修を受けて頂き、終了後に入会・活動開

始となります。

　詳しくは下記へお問い合わせください。

問い合わせ問い合わせ／市立図書館☎ (82)0391

　

「
お
は
な
し
の
会
」
や
「
勉

強
会
」
な
ど
、
依
頼
が
あ
れ
ば

そ
の
都
度
役
員
が
相
談
の
う
え

で
、
会
と
し
て
で
き
る
だ
け
ご

要
望
に
応
じ
る
よ
う
努
め
て
い

ま
す
。

　

幼
稚
園
や
小
学
校
の
、
保
護

者
の
皆
さ
ん
の
勉
強
会
に
呼
ん

で
頂
い
て
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
を
し

た
り
、
絵
本
の
読
み
方
に
つ
い

て
の
相
談
に
応
じ
た
り
し
て
い

ま
す
。
　

　

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
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せ
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せ

こんにちは！こんにちは！

御殿場市図書館ボランティアの会です御殿場市図書館ボランティアの会です

こんにちは！こんにちは！

御殿場市図書館ボランティアの会です御殿場市図書館ボランティアの会です

こんにちは！こんにちは！

御殿場市図書館ボランティアの会です御殿場市図書館ボランティアの会です

▲ NHK「話し方」勉強会に出席した皆さん
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危険なブロック塀を撤去しましょう！危険なブロック塀を撤去しましょう！

住宅の耐震化をしましょう！住宅の耐震化をしましょう！

▼

　去る３月 11 日の東北地方太平洋沖地震及び３月 15 日の静岡県東部の地震により、市内で　去る３月 11 日の東北地方太平洋沖地震及び３月 15 日の静岡県東部の地震により、市内で
も震度５弱を記録し、ブロック塀の倒壊や家屋の一部損傷（屋根瓦の落下、外壁のひび割れ等）も震度５弱を記録し、ブロック塀の倒壊や家屋の一部損傷（屋根瓦の落下、外壁のひび割れ等）
の被害を受けました。県が発表した御殿場市の東海地震による想定では、震度６強の強い揺れの被害を受けました。県が発表した御殿場市の東海地震による想定では、震度６強の強い揺れ
に見舞われることが予想され、特に昭和 56 年５月以前に建築された旧耐震基準の木造住宅で、に見舞われることが予想され、特に昭和 56 年５月以前に建築された旧耐震基準の木造住宅で、
多くの被害が想定されています。市では、この東海地震から１人でも多くの人の生命・財産を多くの被害が想定されています。市では、この東海地震から１人でも多くの人の生命・財産を
守るため、県と協力して旧耐震基準の木造住宅の耐震化や、地震により転倒する危険性のある守るため、県と協力して旧耐震基準の木造住宅の耐震化や、地震により転倒する危険性のある
ブロック塀の改善を図るプロジェクト「TOUKAI（東海・倒壊）-ブロック塀の改善を図るプロジェクト「TOUKAI（東海・倒壊）-００

ゼロゼロ

」を推進しています。」を推進しています。
　補助制度を利用して耐震対策を進めましょう。　補助制度を利用して耐震対策を進めましょう。 建築住宅課☎ (82)4224建築住宅課☎ (82)4224
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今
年
度
の
国
民
健
康
保
険
の
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指

導
の
実
施
方
法
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

医
療
費
が
増
え
る
要
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
糖
尿
病
、
高

血
圧
症
、
肥
満
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
予
防
の
た
め
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
に

着
目
し
た
健
診
と
、
健
診
結
果
に
基
づ
く
保
健
指
導
（
特

定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
）
が
医
療
保
険
者
に
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

(

対
象
者
に
、
５
月
下
旬
に
受
診
票
を
お
送
り
し
ま
す
。）

　
　

特
定
健
診
は
…
国
保
年
金
課
☎(

82)

４
１
２
１

　
　

特
定
保
健
指
導
は
…
健
康
推
進
課
☎(

82)

８
５
８
５

今
年
も
特
定
健
診
は　
　

　

６
月
か
ら
８
月
ま
で
の

　
　

３
カ
月
間
で
行
い
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
の
特
定
健
診

は
、
御
殿
場
市
医
師
会
に
委

託
し
て
実
施
し
ま
す
。
対
象

者
（
39
歳
以
上
）
に
は
５
月
下

旬
に
受
診
票
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
指
定
さ
れ
た
医
療
機
関
で

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
自
己
負

担
額
は
５
０
０
円
で
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
で
前
立
腺
が
ん
検
診
、

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
の
対
象
と

な
る
人
は
、
特
定
健
診
と
同
時

　

昨
年
は
、
２
３
３
人
が
生
活

習
慣
の
改
善
の
た
め
、
特
定
保

健
指
導
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

75
歳
以
上
の
健
康
診
査
も

　

特
定
健
診
に
準
じ
て　

　
　
　
　
　

実
施
し
ま
す

　

後
期
高
齢
者
の
健
康
診
査

は
、
市
が
静
岡
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
か
ら
委
託
を
受

け
て
、
特
定
健
診
と
同
時
期
に

実
施
し
ま
す
。
対
象
者
に
は
個

別
に
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

39
歳
未
満
の
希
望
者
の　

　
　
健
診
を
実
施
し
ま
す

　

20
歳
以
上
の
自
営
業
者
な
ど

で
事
業
主
健
診
を
受
け
る
機
会

の
な
い
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
を
対
象
に
し
た
健
診
を
、

実
施
し
ま
す
。
検
査
を
受
け
ら

れ
る
期
間
は
、
特
定
健
診
と
同

じ
６
月
か
ら
８
月
ま
で
で
、
自

己
負
担
額
は
３
、０
０
０
円
で
す
。

に
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
な
お
、
国
民
健
康
保
険

以
外
の
人
で
、
こ
れ
ら
の
検
診

の
対
象
と
な
る
人
に
も
５
月
下

旬
に
そ
れ
ぞ
れ
の
受
診
票
を
送

り
ま
す
。

特
定
保
健
指
導
は　
　
　

健
康
推
進
課
が
担
当
し
ま
す

　

健
診
結
果
に
よ
り
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
危
険

の
度
合
い
に
応
じ
て
、
対
象
者

に
健
康
推
進
課
（
保
健
セ
ン

タ
ー
）
か
ら
特
定
保
健
指
導
の

案
内
を
送
り
ま
す
。
特
定
保
健

指
導
は
８
月
か
ら
の
予
定
で
す
。

脳
ド
ッ
ク
助
成
は
、　　
　

　

特
定
健
診
等
を
受
け
て

　
　
い
る
人
が
対
象
で
す

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
20
歳
以
上
で
、
脳
ド
ッ
ク

助
成
を
希
望
す
る
場
合
は
、
特

定
健
康
診
査
や
事
業
主
健
診
を

受
け
た
人
が
対
象
に
な
り
ま
す

の
で
、
健
診
結
果
報
告
書
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

対
象
／
御
殿
場
市
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
20
歳
以
上

で
、
特
定
健
診
等
を
受
診
し
、

国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
世
帯
の
人

自
己
負
担
額
（
医
療
機
関
窓
口

で
支
払
う
金
額
）
／

６
、０
０
０
円

実
施
医
療
機
関
／
勝
田
脳
神
経

外
科
、
前
田
脳
神
経
外
科
、
フ

ジ
虎
ノ
門
整
形
外
科
病
院

　

詳
し
く
は
、
国
保
年
金
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住宅の耐震化をしましょう！
補助対象／昭和 56年５月 31 日以前に建築された木造住宅（長屋・共同住宅・借家含む）
※市の補助制度を利用する場合は実施する前に申請が必要です。ご注意ください。

まず、住まいの耐震性能を
知りましょう！

①専門家の無料耐震診断

　建築住宅課へ電話でお申し込み
ください。専門家を派遣して、無
料の耐震診断を行います。

次に補強計画を作成しましょう！

②耐震補強計画作成

　耐震補強設計（計画）を行う費
用の３分の２を補助します（上限
額９万６千円）。

いよいよ工事が始まります！

③耐震補強工事

　耐震補強工事費に対し、最高
40 万円を補助します（65 歳以上
のみで構成される世帯などには、
プラス 20 万円の上乗せがありま
す）。

※注意…②・③については耐震診断で耐震評点が 1.0 未満の場合に限ります。
※③については、今年度に限り静岡県産木材を使用すると別途 20 万円の補助を受ける
　制度があります。　問い合わせ／しずおか優良木材認証審査会☎ 054(253)0195

危険なブロック塀を撤去しましょう！
●ブロック塀等撤去事業
　地震により倒壊する危険性があるブロック塀の撤去に補助をします。
補助金額：工事費（撤去費）と基準額（8,900 円／ｍ）を比較して少な
い額の２分の１（上限 10万円）
※避難路・避難地沿いの危険なブロック塀については、改修費の補助制
　度もあります（上限 25万円）。

住宅建設等助成制度も併用できます

　市民が、市内施工業者を利用して、住宅リフォームや
新築工事をし、代金を支払ったことを条件に、工事費用
の 10％上限 100 万円を商品券等で助成する住宅建設等
助成制度と補強工事の補助金は併用して利用できます。
住宅建設等助成制度に関する問い合わせ／
　○申請受付…市 商 工 会☎ (83)8822
　○そ の 他…商工観光課☎ (82)4622

税金の優遇措置（耐震補強工事を実施した場合）

●所得税…耐震補強工事費用と標準的な耐震補強工事費
用のいずれか少ない額の 10％（限度額 20 万円）を所
得税額から控除します。
●固定資産税…耐震補強工事を実施した翌年から２年
間、固定資産税が半額（１戸当たり 120㎡相当分まで）
になります。
問い合わせ／建築住宅課☎ (82)4224

国
民
健
康
保
険
の
特
定
健
診
・

　
　
　

特
定
保
健
指
導
が
始
ま
り
ま
す

あなたの体はどこに当てはまりますか？

内臓脂肪の蓄積（肥満）

不健康な生活習慣

危険因子が現れ始める

動　脈　硬　化
メタボリックメタボリック
シンドロームシンドローム

心筋梗
こう

塞
そく

、脳卒中、糖尿病の
合併症などの発症

高血圧 脂質異常 高血糖

▼

▼

⬇⬇

⬇⬇ ⬇⬇ ⬇⬇

⬇⬇ ⬇⬇ ⬇⬇

⬇⬇

▲ ▲

補助制度を利用した補助制度を利用した安心わが家安心わが家づくりづくり補助制度を利用した補助制度を利用した安心わが家安心わが家づくりづくり
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▲▲

喫煙



2011.5.6 2011.5.6

一
般
の
部 

 
 

 

　

優
秀
賞　

ゆ
ず
り
あ
う
心
と　

ゆ
と
り
の
運
転
マ
ナ
ー　
　

内
田　

佳
宏　
（
御
殿
場
）

　

入　

選　

な
れ
た
道　

路
面
の
変
化
に
落
し
穴　
　
　
　
　

水
口　

山
男　
（
新
橋
）

　

入　

選　

ま
ず
止
ま
る
！　

自
分
で
し
っ
か
り　

み
ぎ
ひ
だ
り
！　

恒
成　

京
子　
（
中
山
下
）     

　

入　

選　

あ
ぶ
な
い
よ　

ス
ピ
ー
ド　

わ
き
み　

携
帯
は　

石
井　

好
子　
（
新
橋
）

　

入　

選　

あ
わ
て
ま
い　

ゆ
と
り
の
心
で
事
故
ふ
せ
ぐ　
　

須
藤　

君
恵　
（
深
沢
）

小
学
生
の
部 

 
 

 

　

優
秀
賞　

あ
ぶ
な
い
よ　

よ
そ
み
と
び
だ
し　

ふ
ざ
け
あ
い　

渡
辺　

隼
人（
御
殿
場
小　

５
年
）  

　

入　

選　

わ
た
っ
ち
ゃ
え　

そ
れ
が
一
番　

お
そ
ろ
し
い　

佐
々
木　

凌（
御
殿
場
南
小
５
年
）  

　

入　

選　

上
げ
る
手
に　

止
ま
る
気
持
ち
が　

思
い
や
り　

小
出　

麗れ

奈な

（
富
士
岡
小　

５
年
）  

　

入　

選　

ゆ
ず
り
あ
い　

大
き
な
声
で　
「
あ
り
が
と
う
」　

山
口　

優
真（
朝
日
小　
　

５
年
）  

　

入　

選　

気
を
ぬ
く
な　

笑
顔
で
た
だ
い
ま　

言
う
ま
で
は　

長
田　

莉
菜（
御
殿
場
小　

５
年
）

安全を　つなげて広げて　事故ゼロへ
運動の重点
    ①自転車の安全利用の推進
    ②全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
    ③飲酒運転の根絶
    ④園児・児童の交通教育の徹底

校区 役職 氏　　　名 区　名 校区 役職 氏　　　名 区　名

御　

殿　

場　

小

☆ 瀬  戸   正   吾 萩　原
原　

里　

小

◎ 髙 橋　 育 男 北　畑

大  嶋   弘
こ う

三
ざ ぶ

郎
ろ う

西田中 米 山　 健 一 保土沢

勝 又　 安 夫 鮎　沢 ☆ 山 﨑　 信
しん

次
じ

板　妻

大 沼　 洋 三 北久原 勝 亦　 榮
えい

壽
じ ゅ

永　塚

青 地　 正
まさ

哉
や

東田中 笠
かさ

継
つ ぐ

　 克
よし

孝
た か

大 沢

太田川　貞
さだ

次
つ ぐ

萩　原

朝　

日　

小

永 井　 春 雄 森之腰

勝 又　　 章 二枚橋 山 本　 秀
しゅう

次
じ

川島田

東　

小

☆ 小 野　 秀
ひで

之
ゆ き

栢ノ木 ☆ 阿 部　 幸
こう

悦
え つ

川島田

藤 田　誠太郎 御殿場 眞 田     　 章 杉名沢

深 田　 二
つぎ

六
む つ

深 沢 小 林　 光 久 竈

石
いさ

和
わ

　 勘 次 御殿場 佐々木　彰一 杉名沢

御　

殿　

場　

南　

小

☆ 長 田　 正 男 茱萸沢下 玉　

穂　

小

☆ 井 上　 俊 明 茱萸沢上

石 井　 利 夫 永　原 勝 又　 昭 夫 中畑東

○ 鈴 木　 敬
たか

夫
お

新　橋 ◇ 大胡田　春
はる

壽
と し

川 柳

米 山　 具
とも

宏
ひ ろ

二の岡 ◇ 末
すえ

木
き

　 勝
かつ

士
し

中畑西

石 井　 大
おお

美
み

新　橋 印  

野  

小

☆ 上
かみ

村
む ら

　 正 樹 小木原

芹 沢　 忠 男 森之腰 池 田　 保 彦 時之栖

富  

士  

岡  

小

○ 杉 山　 和 博 大　坂 ◇ 横 山　 孔 一 印 野

☆ 岩 田　 佳 之 中清水 高　

根　

小

勝 亦　    通 古　沢

児玉　十
と

三
み

年
と し

中山下 杉 山　 章 夫 塚　原

◇ 杉 山    　 孝
たかお

竈 佐 藤　    章 山之尻

神　

山　

小

中 尾　 正
しょう

一
い ち

町　屋 ☆ 土 屋　   健
たけし

清　後

前 田   　 毅
たけし

尾　尻 　　
　　◎会　長　　　○副会長
　　☆校区支部長　◇新　任

☆ 芹 川　 良 一 神　山

下 川   　 淳
すなお

高　内

澤　     正 男 富士見原

　昨年 12 月に募集した「交通安全スローガ
ンコンクール」に、小学生の部 1,190 点、一
般の部 28 点の応募があり、審査の結果、次
の 10 点が入賞しました。これらの作品は、
平成 23年度の交通安全活動に活用します。

　交通指導員は、市長から委嘱を受け、各小学校区で小学生が安
全に登校できるよう早朝の交通指導をしているほか、交通安全運
動や、市や地区の行事など様々なところで活躍しています。ここ
では、市内 48人の交通指導員を紹介します。

平成 23年度　御殿場市交通指導員

頑張っています！交通指導員
５月 11日（水）～ 20日（金）

春の全国交通安全運動

( 敬称略）

※今後５年間、交通安全運動等で使用するスローガン

8

●
当
日
の
内
容

式
典
及
び
８はち
０まる
２にい
０まる
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰

●
８
０
２
０
コ
ン
ク
ー
ル
応
募
者
募
集

対
象
／
昭
和
６
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
満
80
歳
以
上
の
人
で
、
自
分
の
歯
が

20
本
以
上
あ
る
人
（
治
療
済
み
可
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
５
月
20
日
㈮

ま
で
に
健
康
推
進
課
☎
（
82
）
１
１
１
１

●
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
展
示

　

市
内
の
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学

生
か
ら
募
集
し
た
、
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
約

１
０
０
点
を
展
示
し
ま
す
。

期
間
／
６
月
３
日
㈮
〜
９
日
㈭　

会
場
／
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
じ
ざ
く
ら
」

※
む
し
歯
の
な
い
５
歳
児
認
定
証
は
、
各
園
で

交
付
し
ま
す
。

　

緑
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

「
第
23
回
御
殿
場
市
緑
化
フ
ェ
ア
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

当
日
は
緑
化
教
室
・
花
木
・
草
花
・

園
芸
資
材
な
ど
の
即
売
コ
ー
ナ
ー
、
苗

木
の
無
料
配
布
・
大
道

芸
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
入
園
料
・

駐
車
料
は
無
料
で
す
。

た
だ
し
、
駐
車
場
に
は

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

乗
り
合
わ
せ
の
う
え
ご

来
園
く
だ
さ
い
。

　
日
時
／
６
月
５
日
㈰　

午
前
９
時
〜
午

後
３
時

※
雨
天
の
場
合
、
緑
化
フ
ェ
ア
は
中
止

と
な
り
ま
す
が
、
苗
木
の
無
料
配
布
は

午
前
10
時
か
ら
秩
父
宮
記
念
公
園
内
で

行
い
ま
す
。

会
場
／
秩
父
宮
記
念
公
園

内
容
／

○
緑
化
功
労
者
表
彰

○
花
の
会
「
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
展
示

○
苗
木
の
無
料
配
布　

午
前
10
時
〜

　

左
上
の
「
苗
木
券
」
引
換
券
を
切
り

取
り
、
持
参
し
た
人
（
先
着
１
、

０
０
０
人
）
に
無
料
で
配
布
し

ま
す
。

※
公
園
中
門
案
内
所
で
「
苗
木
券
」
と
引

き
換
え
て
く
だ
さ
い
。

○
緑
化
教
室
（
有
料
）
…
寄
せ
植
え
教
室
、

押
花
体
験
な
ど

○
乗
馬
体
験
（
有
料
）

○
模
擬
店
（
飲
食
）
の
出
店

○
大
道
芸

○
花
木
、
草
花
、
園
芸
資
材
な
ど
の
販
売

★
第
22
回
ま
で
の
緑
化
フ
ェ
ア
で
配
布
し

た
苗
木
の
現
在
の
様
子
を
写
真
な
ど
に
プ

リ
ン
ト
し
た
も
の
を
、
提
出
し
た
人
先
着

１
０
０
人
に
苗
木
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

《
緑
化
フ
ェ
ア
・
展
示
の
部

》

　

市
内
の
緑
化
団
体
の
活
動
な
ど
を
紹
介

す
る
展
示
を
行
い
ま
す
。

展
示
期
間
／
５
月
20
日
㈮
〜
31
日
㈫

会
場
／
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
じ
ざ
く

ら
」
交
流
ホ
ー
ル

内
容
／
緑
化
推
進
団
体
な
ど
の
活
動
状
況

報
告
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
緑
化
に

関
す
る
情
報
提
供
、
緑
化
推
進
・
啓
発
の

た
め
の
展
示

問
い
合
わ
せ
／
都
市
整
備
課
☎
（
82
）

４
２
２
７

第
２３
回
御
殿
場
市
緑
化
フ
ェ
ア
開
催

ごてんば
情報

第
31
回
歯
の
衛
生
大
会

　
歯
の
衛
生
週
間
6
月
4
日
㈯
〜
10
日
㈮

ごてんば
情報

　　　

今
年
も
80
歳
で
歯
が
20
本
以
上
残
っ
て

お
ら
れ
る
表
彰
者
の
方
々
に
来
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

む
し
歯
予
防
の
第
一
歩
と
し
て
肝
心
な

こ
と
は
、
お
よ
そ
生
後
３
歳
ま
で
の
「
感

染
の
窓
」
と
言
わ
れ
る
時
期
に
、
む
し
歯

菌
の
感
染
を
い
か
に
予
防
す
る
か
に
か

か
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
こ
の
時
期
に

感
染
し
て
し
ま
っ
た
む
し
歯
菌
の
数
が
、

一
生
の
む
し
歯
菌
の
数
を
決
め
て
し
ま
う

と
言
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
３
歳
以
降
（
も
ち
ろ
ん
３
歳
以

前
で
も
大
切
な
こ
と
で
す
）
の
食
生
活
状

況
で
、
酸
性
の
飲
み
物
（
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ

ン
ク
、
炭
酸
飲
料
な
ど
）
を
飲
ま
な
い
、

な
ん
で
も
よ
く
咬か

ん
で
唾
液
の
分
泌
を
促

し
、
お
口
を
で
き
る
だ
け
酸
性
の
状
態
に

し
て
お
か
な
い
よ
う
に
す
る
。
そ
し
て
、

足
を
地
に
つ
け
、
背
筋
を
伸
ば
し
て
左
右

バ
ラ
ン
ス
よ
く
し
っ
か
り
口
を
閉
じ
て
咬か

む
食
事
を
す
る
こ
と
が
、
偏
っ
た
歯
の
負

担
を
な
く
し
歯
の
寿
命
を
延
ば
し
ま
す
。

　

８
０
２
０
で
の
表
彰
の
近
道
は
、
幼
少

期
の
過
ご
し
方
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
そ
う

で
す
ね
。

６
月
５
日
㈰

  第
23
回
緑
化
フ
ェ
ア

「
苗
木
券
」
引
換
券

先
着
1,0

00
人

キ
リ
ト
リ

▲花壇コンクール
　入賞作品

▲昨年の展示会場

ともり歯科医院
　　（新橋）
登守　京子さん

６/４６/４㊏
 午後 2時～ 午後 2時～

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ふ
じ
ざ
く
ら
」

「
ふ
じ
ざ
く
ら
」

３
つ
子
の
魂
百
ま
で
も
…

9
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菜
の
花
さ
わ
や
か
女
性
塾　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

　　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

菜
の
花
で

は
、
女
性
の
た
め
の
尿
失
禁
予
防
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

　

あ
き
ら
め
な
い
で
、
毎
日
を
快
適
に
過

ご
す
方
法
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
６
月
30
日
㈭　

午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

会
場
／
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
じ
ざ
く
ら
」

２
階　

第
３
・
４
会
議
室

対
象
／
市
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の

女
性

参
加
料
／
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー　

菜
の
花
☎
（
70
）

６
８
０
４
へ

10

　

市
で
は
、
市
内
で
生
活
の
本
拠
と
す
る

専
用
住
宅
に
浄
化
槽
を
設
置
し
よ
う
と
す

る
人
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

申
請
の
際
に
は
浄
化
槽
施
工
業
者
な
ど

と
相
談
し
、
お
早
め
に
下
水
道
課
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※
４
月
１
日
か
ら
窓
口
が
下
水
道
課
に
変

わ
り
ま
し
た
。

【
補
助
の
対
象
・
条
件
な
ど
】

　

対
象
は
、
住
宅
用
と
し
て
全
国
浄
化
槽

推
進
市
町
村
協
議
会
に
登
録
さ
れ
て
い
る

5
人
槽
か
ら
10
人
槽
ま
で
の
浄
化
槽
で
、

下
水
道
事
業
認
可
区
域
及
び
農
業
集
落
排

水
事
業
区
域
（
受
益
者
と
な
る
人
）
以
外

の
区
域
で
、
生
活
の
本
拠
の
た
め
の
専
用

住
宅
ま
た
は
延
床
面
積
の
2
分
の
1
以
上

を
居
住
用
と
す
る
建
物
に
設
置
さ
れ
る
も

の
（
ア
パ
ー
ト
等
は
対
象
外
）。

※
既
に
浄
化
槽
設
置
工
事
が
完
了
し
て
し

ま
っ
た
場
合
や
、
市
浄
化
槽
設
置
事
業
補

助
金
交
付
要
綱
に
定
め
る
欠
格
条
項
に
該

当
す
る
場
合
は
、
補
助
金
の
交
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

【
申
請
受
付
の
期
間
】

　

受
付
件
数
が
予
算
枠
に

達
す
る
ま
で
の
先
着
順
で

す
。
申
請
は
お
早
め
に
お

願
い
し
ま
す
。

【
補
助
金
の
支
払
い
の
流
れ
】

　
　

補
助
金
の
申
請

　
　
　
　

▲

　
　

浄
化
槽
設
置
工
事
開
始
・
完
了

　
　
　
　

▲

　
　

設
置
完
了
届
の
提
出

　
　
　
　

▲

　
　

申
請
者
・
施
工
業
者
・
市
職
員
の
三

　
　

者
立
ち
会
い
検
査

　
　
　
　

▲

　
　

振
り
込
み
（
完
成
が
確
認
さ
れ
た
後

　
　

に
、申
請
者
が
指
定
す
る
預
金
口
座
へ
）

問
い
合
わ
せ
／

         

下
水
道
課
☎
（
84
）
５
１
１
１

ごてんば
情報

元
気
な
と
き
か
ら
始
め
よ
う
、
介
護
予
防
！

ごてんば
情報

元
気
ア
ッ
プ
体
操
教
室　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

　

市
で
は
、
い
き
い
き
健
康
に
い
つ
ま
で

も
介
護
を
必
要
と
し
な
い
で
、
は
つ
ら
つ

と
し
た
高
齢
期
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
マ
シ

ン
を
用
い
た
筋
力
ア
ッ
プ
運
動
と
有
酸
素

運
動
を
取
り
入
れ
た
体
操
教
室
を
開
催
し

ま
す
。
こ
の
機
会
に
楽
し
く
体
を
動
か
し

な
が
ら
、
介
護
予
防
に
つ
い
て
も
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
？

日
時
／
5
月
26
日
・
６
月
９
日
・
23
日
・

７
月
７
日
・
21
日
・
28
日
（
い
ず
れ
も
木

曜
日
）
午
後
２
時
〜
３
時
ま
で

会
場
／
カ
ー
ブ
ス
御
殿
場
（
東
田
中
）

対
象
／
御
殿
場
市
在
住
の
60
代
・
70
代
の

人
で
、
現
在
運
動
の
習
慣
が
な
く
介
護
予

防
と
し
て
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
た
い

人
。
会
場
ま
で
自
分
で
通
え
る
人
（
送
迎

は
あ
り
ま
せ
ん
）。

募
集
人
数
／
12
人
（
先
着
順
）

参
加
料
／
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
５
月
17
日

㈫
か
ら
電
話
で
、
介
護
福
祉
課
☎
（
83
）

１
４
６
３
へ

〜
奇
麗
な
水
に
す
る
た
め
に
〜

浄
化
槽
設
置
事
業
補
助
金
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

区分 補助金限度額

5 人槽の場合 180,000 円

6・7人槽の場合 210,000 円

8～ 10人槽の場合 264,000 円

※浄化槽を新規に設置する場合や単独浄化槽
からの付け替えの場合も同額となります。

【補助金限度額】
　

毎
年
、
新
年
早
々
の
学
校
再
開
日
に
、

原
里
中
伝
統
の
行
事「
新
年
セ
レ
モ
ニ
ー
」

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
行
事
の
目
玉
は
、
こ
れ
か
ら
一
年

の
生
徒
会
合
言
葉
の
発
表
で
す
。
全
校
生

徒
か
ら
合
言
葉
を
募
集
し
、
生
徒
会
本
部

で
決
定
し
ま
す
。
そ
し
て
、
応
援
団
長
が

一
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る
大
筆
で
、
書
き
初

め
を
し
て
、
全
校
に
披
露
し
ま
す
。
今
年

の
合
言
葉
は
「
発
揮
」
で
す
。
昨
年
ま
で

に
開
花
し
て
き
た
力
や
可
能
性
を
、
積
極

的
に
発
揮
し
て
い
こ
う
と
い
う
意
味
を
込

め
、
こ
の
合
言
葉
の
下
、
今
年
の
体
育
大

会
や
松

し
ょ
う

嶺り
ょ
う

祭さ
い

を
成
功
さ
せ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
百
人
一
首
大
会
を
行
い
、
学
年

内
の
順
位
を
競
い
ま
し
た
。
地
域
の
方
に

も
来
て
い
た
だ
き
、
お
琴
の
演
奏
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
百
人
一
首
大
会
と
お

琴
の
音
色
を
聴
く
こ
と
で
、
日
本
の
文
化

に
も
親
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
披
露
し
た
、
生

徒
会
合
言
葉

「
発
揮
」
を

体
育
館
後
ろ

に
一
年
間
掲

示
し
、
よ
り

よ
い
原
里
中

学
校
に
な
る

よ
う
、
生
徒

が
一
丸
と
な

っ
て
活
動
し

て
い
き
た
い

で
す
。

自
主
防
災
活
動
の                  　

　
　
　
　
　

充
実
に
つ
い
て   

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
の
被
災
地
で
は
、
避

難
・
救
助
活
動
で
近
所
の
人
が
助
け

合
い
、
多
く
の
尊
い
命
が
救
わ
れ
ま

し
た
。

　

私
た
ち
は
自
主
防
災
組
織
に
加
入

し
て
い
ま
す
。
ひ
と
た
び
大
き
な
災

害
が
発
生
す
る
と
、
個
人
や
家
族
の

力
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
、
危
険
や

困
難
を
伴
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

各
区
に
は
自
主
防
災
会
が
あ
り
、

会
長
・
防
災
部
長
・
防
災
リ
ー
ダ
ー

な
ど
を
中
心
に
、
災
害
が
発
生
し
た

時
に
、
避
難
誘
導
、
被
災
者
の
救
出
・

救
助
、
情
報
の
収
集
や
避
難
所
の
運

営
等
を
行
う
な
ど
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
の
時
に
は
、
御
殿
場
市
内
で
も
、

区
災
害
対
策
本
部
の
開
設
、
被
害
調

査
、
安
否
確
認
や
帰
宅
困
難
者
の
宿

泊
支
援
な
ど
積
極
的
な
活
動
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
度
の
震
災
の
教
訓

を
生
か
し
、
組
織
と
活
動
の
充
実
・

強
化
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
／
危
機
管
理
室  

☎ （
82
）
４
３
７
０
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　日本古来の和布が大好きな私たちです。やさしい風
合いを持つ端ぎれから生まれる花や人形の可愛さに思
わずほほえんでしまいます。この布が良かったといい
ながらでき上がると、皆で喜ぶそんな仲間です。
　ひと針ひと針心を込めて縫いながらも、お料理やお
菓子作りの話、かと思うとカラオケの話等おしゃべり
も忘れません。間違えて縫っちゃったなんてことは日
常茶飯事、また、布が無いと言おうものならあちらこ
ちらから、この布はどうと出してくれたり笑いの中に
和布の様にやさしい雰囲気があふれます。
　ちりめん細工は、江戸時代より、女性の手から手へ
と縫いつがれてきました。あなたも、ちりめんさんと
ご一緒しませんか。現在会員 18 名です。大歓迎お待
ちしておりますよ !!
　教室は毎月第２、4
月曜日と第 1、3 金曜
日の午後 1時から 3時
30分です。
代表・執筆 ／田山 和子
 ☎ (84)5233

vol.328

55

≪リポーター≫

原
里
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　

御
殿
場
市
川
島
田

　
　
　
　
　
　

全
校
生
徒
：
４
１
３
人

 ～よみがえる 端ぎれ～

花のちりめん教室

   平成 22 年度
後期生徒会本部
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　東北地方太平洋沖地震の被災地の復興を応援しようと、チャ
リティー餅つき大会が行われました。会場となった神山の時之
栖では、満開の桜のもと、「ＪＦＡアカデミー福島」の生徒や

自主避難してきた人なども参加し、地域の住民
と交流を図りました。会場のあちらこちらか
ら、「ヨイショ」の掛け声が上がり、アカデ
ミー生がつき手となって次々と餅がつき上がり
ました。
　できあがった餅は、１皿300円で販売され、
あっという間に完売。会場では、アカデミー生
に積極的に声を掛けてほしいという主催者の願
いをくみ、多くの来場者が、励ましの声を掛
け、和やかな交流の輪が広がりました。

　御殿場に春の到来を告げる御殿場桜まつりが開催され、秩父
宮記念公園や御

ご

東
とう

原
ばら

循環線には、桜の観賞を心待ちしていた多
くの市民が詰め掛けました。今年は、震災後の電力事情に配慮
し、人気が高い桜のライトアップは中止としました。
　メイン会場の秩父宮記念公園では、見事なしだれ桜が訪れた
市民を出迎え、目を楽しませて
くれました。公園前では東山区・
二の岡区の皆さんが模擬店を出
し、祭りを盛り上げてくれまし
た。また、会場入り口には、震
災に対する募金箱も設置され、
多くの市民が、真心の募金に協
力してくださいました。

　東北地方太平洋沖地震で被災した「ＪＦＡアカデミー福島」の
中学生・高校生 125 人とスタッフ 16 人が、御殿場市に集団避
難してきました。日本サッカー協会が運営する同アカデミーは、
中高一貫の選手育成機関。４月 5日夜、避難先で今後の活動拠
点にもなる市内神山の「時之栖」に到着しました。アカデミー生

は、地元のサッカー少年団や受け入れに尽力し
たサッカー関係者の温かい歓迎を受け、少し照
れながらも、希望に胸を躍らせていました。
　今後、中学生は富士岡中学校に通いながら、
本格的なサッカーの練習に取り組みます。高校
生は現在、県教育委員会が調整を進めています。

4/5   JFA アカデミー福島が御殿場に集団避難

4/9 ～ 17　しっとりと御殿場桜まつり

4/17  がんばろう日本！チャリティー餅つき大会

▲地元のサッカー少年団の
　歓迎を受けるアカデミー生

一人ひとりに励ましの

▲

声をかける若林市長

▲琴の演奏などが披露され華やかさが
　演出された秩父宮記念公園

▲開花状況の基準となる枝を見つめる来場者

▲

▲

威勢よく餅をつくアカデミーの生徒
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人
権
擁
護
・
行
政
相
談
委
員
制
度

人
権
擁
護
・
行
政
相
談
委
員
制
度

《
人
権
擁
護
委
員
制
度

人
権
擁
護
委
員
制
度

》

　

市
で
は
毎
月
10
日
に
、
人
権
擁
護
委
員

に
よ
る
相
談
日
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

相
談
内
容
は
、
男
女
差
別
、
家
庭
内
の

問
題
な
ど
、
人
権
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ

い
て
幅
広
く
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
６
月
１
日
㈬
に
は
、
　

特
設
人

権
相
談
所
を
市
役
所
西
館
２
階
会
議
室
で

開
設
し
ま
す
。

《
行
政
相
談
委
員
制
度

行
政
相
談
委
員
制
度

》

　

市
で
は
毎
月
20
日
に
、
行
政
相
談
委
員

に
よ
る
相
談
日
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

行
政
相
談
と
は
、
国
・
県
等
の
行
政
機

関
が
行
っ
て
い
る
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
皆

さ
ん
か
ら
の
苦
情
、
要
望
、
問
い
合
わ
せ

を
受
け
て
、
そ
の
解
決
や
実
現
を
図
る
も

の
で
す
。

 
 
 
 
 
 
 

《
共
通
事
項

共
通
事
項

》

時
間
時
間
／
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

※
相
談
日
が
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
場
合

は
、
そ
の
翌
日
が
相
談
日
で
す
。

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ
／
く
ら
し
の
安
全
課

☎(

82)

８
４
０
０

　

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉

　

手
当
・
経
過
的
福
祉
手
当
の
額
が

　

手
当
・
経
過
的
福
祉
手
当
の
額
が

　

変
わ
り
ま
し
た

　

変
わ
り
ま
し
た

　

平
成
23
年
４
月
分
か
ら
、
特
別
障
害
者

手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
・
経
過
的
福
祉

手
当
の
額
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　

手
当
の
額
は
、
物
価
の
変
動
に
応
じ
て

自
動
的
に
改
定
さ
れ
る
「
自
動
物
価
ス
ラ

イ
ド
制
」
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
手
当
額
は
、
平
成
22
年

の
消
費
者
物
価
指
数
下
落
分
（
マ
イ
ナ
ス

０
・
７
％
）
に
あ
わ
せ
、
政
令
に
よ
り
以

下
の
よ
う
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

◎
特
別
障
害
者
手
当
（
月
額
）

◎
特
別
障
害
者
手
当
（
月
額
）

２
６
、
３
４
０
円
（
改
定
前
２
６
、
４
４

０
円
）

◎
障
害
児
福
祉
手
当
（
月
額
）

◎
障
害
児
福
祉
手
当
（
月
額
）

１
４
、
３
３
０
円
（
改
定
前
１
４
、
３
８

０
円
）

◎
経
過
的
福
祉
手
当
（
月
額
）

◎
経
過
的
福
祉
手
当
（
月
額
）

１
４
、
３
３
０
円
（
改
定
前
１
４
、
３
８

０
円
）
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
☎(

82)

４
２
３
８

　　

水
質
検
査
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

水
質
検
査
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
安
全
で
良
質
な
水

道
水
を
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め

の
「
水
質
検
査
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
水
道
工
務
課
及
び
市

役
所
各
支
所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
市
水
道

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
６
月
中
旬
頃
に
掲
載

予
定
で
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ
／
水
道
工
務
課

☎(

82)

４
６
２
７
、
℻(

83)

４
６
４
６
、

　

 kom
u@
city.gotem

ba.shizuoka.jp

　

 h
ttp
://su

id
o.city.gotem

b
a.

shizuoka.jp/

　　

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会
を
　
　

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会
を
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
催
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
催
し
ま
す

　

銃
砲
刀
剣
類
を
所
持
す
る
場
合
は
登
録

証
が
必
要
で
す
。
ご
家
庭
か
ら
未
登
録
の

銃
砲
刀
剣
類
が
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、
ま

ず
御
殿
場
警
察
署
生
活
安
全
課
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。
所
持
を
希
望
す
る
場
合
は
、

「
銃
砲
刀
剣
類
発
見
届
」
を
提
出
し
、
左

記
会
場
で
登
録
審
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間

受
付
時
間
／
午
前
９
時
30
分
～
正
午

登
録
に
必
要
な
も
の

登
録
に
必
要
な
も
の
／
①
登
録
す
る
銃
砲

刀
剣
類
　

②
警
察
署
が
交
付
し
た
銃
砲

刀
剣
類
発
見
届
出
済
証
　

③
身
分
証
明

書
（
運
転
免
許
証
等
）
　

④
登
録
申
請
書

⑤
登
録
審
査
手
数
料
（
１
件
に
付
き
６
、

３
０
０
円
の
静
岡
県
収
入
証
紙
）

※
登
録
は
本
人
、
ま
た
は
家
族
な
ど
で
委

任
状
の
あ
る
人

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ
／
県
教
育
委
員
会
文
化
財
保

護
課
☎
０
５
４
（
２
２
１
）
３
１
８
３
、

社
会
教
育
課
☎
（
82
）
０
３
３
９

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
農
園
入
園
者

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
農
園
入
園
者

　

日
ご
ろ
、
土
に
親

し
む
機
会
の
少
な
い

皆
さ
ん
、
野
菜
や
草

花
を
作
る
楽
し
さ
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

入
園
料

入
園
料
／
１
区
画
約

20
平
方
メ
ー
ト
ル
で

年
間 

４
、
０
０
０
円
～

※
農
園
主
も
募
集
し

て
い
ま
す
。
農
園
開

設
の
手
続
き
等
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み

申
し
込
み
／
下
記
の

農
園
主
に
直
接
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ
／
農
林
課
☎(

82)

４
６
２
０

　　

ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル
玉
穂
休
館
の
　

ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル
玉
穂
休
館
の
　

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

　

ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル
玉
穂
で
は
、
６
月
の

保
守
点
検
整
備
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

休
館
日

休
館
日
／
６
月
１
日
㈬
か
ら
3
日
㈮
ま
で

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ
／
ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル
玉
穂

☎(

80)

１
５
１
５

お
知
ら
せ

13

このお知らせ記事は、
市携帯サイトでもご
覧になれます。

御殿場市の
行政相談委員

※上記いずれの会場でも審査が受けられます。

審査会場 登録
審査日

銃砲
審査

県東部総合庁舎
（沼津市髙島本町）
☎ 055(920)2246

5 月
11 日㈬ ○

11 月中旬
（詳細未定）

県静岡総合庁舎
（静岡市駿河区有明町）
☎ 054(286)9730

９月
13日㈫ ○

12 月
13 日㈫ ○

平成24年
3月 13日㈫ ○

農園名 農園主 募集区画数

沼田富士見農園
（沼田配水池近く）

内田　一彦
☎ (84)4466 ５

御殿場ファミリー菜園
（中畑、御殿場西中学校近く）

勝亦　義明
☎ (89)2610 50

募　

集

市
民
伝
言
板

内海  幸
さち

子
こ

さん
（二の岡）

勝又  庄治さん
（中畑北）

…Ｅメール　　…ホームページHP

HP
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有
料
広
告

　

テ
ニ
ス
同
好
会
会
員
募
集

テ
ニ
ス
同
好
会
会
員
募
集

　

仲
間
と
一
緒
に
楽
し
く
テ
ニ
ス
を
し
ま

せ
ん
か
？

日
時
日
時
／
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
　

午
前
10

時
～
正
午
（
週
１
回
の
参
加
で
も
可
）

会
場
会
場
／
市
湯
沢
平
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

会
費
会
費
／
１
カ
月
５
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
本
田

☎(

89)

５
４
８
８
へ

　

ぐ
み
沢
合
気
会
無
料
体
験
会
　
　

ぐ
み
沢
合
気
会
無
料
体
験
会
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

　

武
道
が
全
く
初
め
て
の
人
で
も
、
楽
し

み
な
が
ら
稽
古
で
き
ま
す
。

日
時
日
時
／
６
月
４
日
㈯
・
12
日
㈰
・
18
日
㈯
・

19
日
㈰
・
26
日
㈰
　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

会
場
会
場
／
市
体
育
館

対
象
対
象
／
小
学
生
か
ら
60
代
く
ら
い
ま
で
の

初
心
者
の
人

募
集
人
数

募
集
人
数
／
20
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
５
月
31
日
㈫

ま
で
に
、
石
川
☎
０
４
６
７(

82)

７
５

４
１
へ

　

東
日
本
大
震
災
　

復
興
支
援
コ
ン

東
日
本
大
震
災
　

復
興
支
援
コ
ン

　

サ
ー
ト
「

サ
ー
ト
「M

ミ

ュ

ー

ジ

ッ

ク

ミ

ュ

ー

ジ

ッ

ク

u
s
ic

u
s
ic

 V

バ

レ

イ

バ

レ

イ

a
lle

y
a
lle

y

」
開
催

」
開
催

　

市
内
在
住
者
を
中
心
と
し
た
演
奏
家
グ

ル
ー
プ
で
、
音
楽
を
通
じ
て
社
会
貢
献
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
今
回
の
定
期
演
奏
会

を
東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
コ
ン
サ
ー

ト
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

　

演
奏
会
の
収
益
金
は
、
東
日
本
大
震
災

の
義
援
金
と
し
て
寄
付
さ
れ
ま
す
。

日
時
日
時
／
５
月
29
日
㈰
　

午
後
２
時
～

会
場
会
場
／
裾
野
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
　

多
目

的
ホ
ー
ル

入
場
料

入
場
料
／
１
、
０
０
０
円
（
当
日
券
あ
り
）

※
前
売
り
券
は
丹
沢
楽
器
御
殿
場
店
で
販

売
し
て
い
ま
す
。

※
被
災
地
よ
り
避
難
さ
れ
て
い
る
人
は
、

無
料
で
入
場
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ
／
福
井
☎
０
９
０（
６
３
６
４
）

０
３
１
９

　

さ
く
ら
学
園
公
開
講
座
開
催

　

さ
く
ら
学
園
公
開
講
座
開
催

◎
紙
す
き
教
室

◎
紙
す
き
教
室

　

紙
す
き
工
房
に
て
職
員
を
講
師
に
、
手

す
き
紙
を
す
く
作
業
な
ど
を
体
験
し
ま
す
。

日
時
日
時
／
６
月
４
日
㈯
　

午
後
１
時
～
４
時

申
込
期
間

申
込
期
間
／
５
月
16
日
㈪
か
ら

◎
陶
芸
教
室

◎
陶
芸
教
室

　

陶
芸
工
房
に
て
職
員
を
講
師
に
、
板
状

に
し
た
粘
土
を
型
に
か
ぶ
せ
、
し
め
て
器

を
作
り
ま
す
。

日
時
日
時
／
６
月
11
日
㈯
　

午
後
１
時
～
４
時

申
込
期
間

申
込
期
間
／
５
月
23
日
㈪
か
ら

《
共
通
事
項
》

《
共
通
事
項
》

会
場
会
場
／
さ
く
ら
学
園
（
川
島
田
）

募
集
人
数

募
集
人
数
／
15
人
（
先
着
順
）

※
小
学
生
の
参
加
は
可
能
で
す
が
、
保
護

者
の
付
き
添
い
が
必
要
で
す
。

持
ち
物

持
ち
物
／
タ
オ
ル

※
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

受
講
料

受
講
料
／
１
、
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
各
申
し
込
み

期
間
に
、
さ
く
ら
学
園
☎(

89)

０
７
８

９
へ

　

第
1616
回
ｅ
ｃ
ｏ
ま
つ
り
開
催

回
ｅ
ｃ
ｏ
ま
つ
り
開
催

　

ま
つ
り
を
通
し
て
、
市
民
が
楽
し
み
な

が
ら
リ
サ
イ
ク
ル
や
環
境
問
題
へ
の
関
心

を
深
め
る
機
会
と
し
て
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
の
出
店
者
、
ま
つ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す
。

◎
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出
店
す
る
場
合

◎
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出
店
す
る
場
合

日
時
日
時
／
６
月
４
日
㈯
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

募
集
区
画

募
集
区
画
／
10
区
画
（
先
着
順
）

※
御
殿
場
市
民
を
優
先
し
ま
す
。

出
店
料

出
店
料
／
無
料
（
１
区
画
車
１
台
分
）

◎
ま
つ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
応
募
す
る
場
合

ま
つ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
応
募
す
る
場
合

日
時
日
時
／
６
月
４
日
㈯
　

午
前
８
時
～
午
後

３
時
（
半
日
で
も
可
）

内
容
内
容
／
ス
タ
ッ
フ
の
補
助
と
し
て
、
古
着

の
受
け
付
け
や
各
コ
ー
ナ
ー
の
手
伝
い
等

《
共
通
事
項
》

《
共
通
事
項
》

会
場
会
場
／
エ
コ
ハ
ウ
ス
御
殿
場

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
出
店
を
希
望

す
る
人
は
、
５
月
16
日
㈪
か
ら
21
日
㈯
ま

で
に
、
電
話
で
、
エ
コ
ハ
ウ
ス
御
殿
場

☎(

88)

３
３
３
７
へ

　

看
護
師
等
再
就
職
相
談
会
開
催

　

看
護
師
等
再
就
職
相
談
会
開
催

　

看
護
職
の
資
格
を
持
ち
、
現
在
就
業
し

て
い
な
い
人
に
、
現
場
経
験
を
持
つ
看
護

職
が
再
就
職
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
日
時
／
５
月
27
日
㈮
　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

会
場
会
場
／
富
士
宮
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
富
士

宮
市
宮
原
）

相
談
料

相
談
料
／
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
県
ナ
ー
ス
セ

ン
タ
ー
東
部
支
所
☎
・
℻
０
５
５
（
９
２

０
）
２
０
８
８
へ

市
民
伝
言
板

名　称 実施日 … 対象（誕生日） 受付時間 持　ち　物
●赤ちゃんセミナー
（平成 23年２月生まれ）

７日㈫
21日㈫

…
…

１日～ 15日生まれ
16日～末日生まれ

午後１時 00分
～１時 20分 母子健康手帳

●６カ月児健康診査
（平成22年11月生まれ）

８日㈬
22日㈬

…
…

１日～ 15日生まれ
16日～末日生まれ

午後１時 15分
～２時 00分 母子健康手帳、アンケート

●１歳６カ月児健康診査
（平成21年11月生まれ）

14日㈫
28日㈫

…
…

１日～ 15日生まれ
16日～末日生まれ

午後１時 15分
～２時 00分 母子健康手帳、アンケート

●２歳児健康相談
（平成 21年５月生まれ）
★歯みがき指導

21日㈫… 生まれた日による
区分はありません

午前９時 30分
～ 10時 30分 母子健康手帳、歯ブラシ、タオル

●３歳児健康診査
（平成 20年５月生まれ）

15日㈬
29日㈬

…
…

１日～ 15日生まれ
16日～末日生まれ

午後１時 15分
～２時 00分

母子健康手帳、３歳児健康診査アン
ケート、尿

●定期予防接種（ＢＣＧ）
（平成 23年生まれ）

６日㈪
27日㈪

…
…
２月 16日～末日生まれ
３月１日～ 15日生まれ

午後１時 30分
～１時 50分

母子健康手帳、予診票
※左記の対象者の他、生後６カ月未
満の未接種者も接種できます。

　　　保健センター健康相談
※会場はいずれも保健センターです。
●乳幼児健康相談●乳幼児健康相談　予約不要
　乳幼児の身体測定、育児・栄養相談などに応じます。
期日／６月 27日㈪　受付時間／午前 9時 15分～ 10時 15分
※込み合いますので、０歳児は早めにお越しください。
●成人健康相談　
期日／６月 13日㈪　受付時間／午後１時 30分～ 2時 30分
　　  　　　24日㈮　受付時間／午前９時 30分～ 10時 30分
内容／生活習慣病予防に関する健康・栄養相談、骨密度
測定、健診結果の見方などに保健師・栄養士が応じます。
申し込み／事前に電話または直接、健康推進課へ

　　　プレママ学級（妊婦教室）
日時／６月 10日㈮　午後１時 10分～３時 30分
会場／保健センター
内容／分娩の経過と呼吸法、妊婦体操（実習）
持ち物／母子健康手帳、麦茶・水など、筆記用具
※動きやすい服装でお越しください。

●エイズ検査、肝炎検査　電話予約制・匿名
日時／６月２日㈭　午前９時 30分～ 11時 30分
申し込み・問い合わせ／医療健康課☎（82）1224
●精神保健福祉総合相談　電話予約制
日時／６月 28日㈫　午後１時 30分～３時 30分
内容／精神障がい者の適正医療、社会復帰・ノイローゼ
などに関する相談
申し込み・問い合わせ／福祉課☎（82）1222
●食品衛生相談
日時／毎週月曜日　午前９時～正午、午後１時～４時
問い合わせ／衛生薬務課☎（82）1223
●飼えなくなった犬・ねこの引き取り
日時／６月９日㈭・23日㈭　午後１時 30分～２時
手数料／
○生後 90日を超える犬・ねこ…１頭につき 2,000 円
○生後 90日以下の犬・ねこ…１頭につき 400 円
持ち物／保険証等本人確認書類、犬の場合は愛犬手帳
問い合わせ／衛生薬務課☎（82）1223
※会場はいずれも御殿場健康福祉センターです。

会場／保健センター　★印は、健康相談と同時に実施します。
※健診の問い合わせは、当日の午前中までに健康推進課へ

６月の健康診査・予防接種

6
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勝間田　亘
こう

くん（１歳６カ月）

父・泰彦さん／母・真知子さん（北畑）

　いつも２人の（たまき・まりな）お姉ちゃんに

チヤホヤされて、一緒になって遊んでいます。

芹澤　史栞ちゃん（１歳１カ月）

父・拓巳さん／母・直美さん（茱萸沢上）

　お話が大好きな元気いっぱいの女の子です。

ただいまあんよの練習中♪

※現在「我が家のアイドル」は応募者多数のため、掲載まで長期間お待ちいただいております。

この広報紙は、再生紙を使用しています。

障がいのある人のための、カセットテープと点字による「広報ごてんば」もあります。問い合わせ／社会福祉課☎（82）4238

４月１日現在
（外国人登録を含む）

合　計　89,843 人（前月比△ 338 人）男 45,862 人　女 43,981 人
世帯数　34,531 世帯（前月比△ 34 世帯）

御
殿
場
市
観
光
協
会
事
務
局
長

観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
　
　
　
　
　

　
価
値
や
魅
力
を
見
つ
け
出
し

　
　
　
御
殿
場
を
全
国
へ
発
信

　

初
め
て
公
募
に
よ
っ
て
御
殿
場
市
観
光

協
会
の
事
務
局
長
に
選
ば
れ
た
の
が
、
勝

間
田
太
郎
さ
ん
だ
。
こ
の
公
募
は
、
民
間

企
業
な
ど
で
豊
富
な
経
験
を
積
ん
だ
人
材

を
招
き
、
市
観
光
業
の
活
性
化
を
図
る
目

的
で
行
わ
れ
た
。

　

勝
間
田
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
Ｉ
Ｔ
企
業

や
出
版
業
界
に
携
わ
っ
て
き
て
お
り
、
企

画
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
に
精
通
し
て

い
る
。「
自
ら
企
画
を
持
ち
込
み
、
売
り

込
む
」
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
の
面
接
時

に
も
そ
の
ア
ピ
ー
ル
力
を
発
揮
し
た
。

　

一
見
物
静
か
な
人
に
見
え
る
が
、
実
際

話
し
て
み
る
と
、
こ
の
仕
事
に
対
す
る
情

熱
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
ほ
ど
に

ア
イ
デ
ア
が
尽
き
な
い
。
周
り
の
人
に
勝

間
田
さ
ん
の
印
象
を
聞
い
て
み
て
も
、「
と

に
か
く
ア
ツ
い
人
」
と
、口
を
そ
ろ
え
る
。

　

観
光
振
興
に
つ
い
て
、
勝
間
田
さ
ん
は

「
各
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
価
値
や
魅
力
を
作

り
出
し
（
見
つ
け
出
し
）、
そ
れ
を
人
々

に
理
解
で
き
る
形
で
提
示
す
る
こ
と
が
大

切
」
と
語
る
。
御
殿
場
の
事
業
者
は
大
変

優
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
価
値
や
魅

力
を
十
分
に
伝
え
切
れ
て
い
な
い
と
い
う
。

　

外
部
に
向
け
て
今
以
上
に
宣
伝
し
て
い

く
う
え
で
、
費
用
対
効
果
に
優
れ
て
い
る

の
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
。
例
え
ば
、
飲
食

店
を
紹
介
す
る
に
は
一
般
的
な
説
明
文
で

は
な
く
、
料
理
の
大
き
な
写
真
や
実
際

行
っ
た
感
想
な
ど
を
交
え
て
、
個
人
の
ブ

ロ
グ
風
な
視
線
を
交
え
て
紹
介
し
て
い

く
。
そ
れ
を
集
め
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

に「
御
殿
場
グ
ル
メ
街
」と
い
う
バ
ー
チ
ャ

ル
な
街
を
作
っ
て
も
よ
い
。

　

あ
る
い
は
、物
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
を「
夏

休
み
の
工
作
・
お
助
け
ツ
ア
ー
」
と
言
い

換
え
る
だ
け
で
も
新
た
な
参
加
者
の
掘
り

起
こ
し
は
可
能
と
提
案
す
る
。
ア
イ
デ
ア

は
具
体
的
だ
。今
あ
る
物
は
そ
の
ま
ま
に
、

わ
か
り
や
す
く
、
そ
し
て
魅
力
的
に
伝
え

る
工
夫
を
す
る
だ
け
で
も
効
果
は
あ
る
と

話
す
。

　
「
行
政
で
は
、
や
り
た
く
て
も
で
き
る

こ
と
が
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
で
き

な
い
こ
と
を
観
光
協
会
が
や
る
」
と
、
市

と
の
連
携
を
図
り
、
よ
り
一
層
の
市
内
へ

の
観
光
客
の
「
訪
問
」・「
滞
留
」
の
促
進

を
図
る
。

　

任
期
は
２
年
間
。
先
日
オ
ー
プ
ン
し
た

「
富
士
山
樹
空
の
森
」
を
生
か
し
た
「
観

光
ハ
ブ
都
市
」
実
現
の
具
体
的
提
案
も
お

こ
な
っ
て
い
る
。
今
後
の
観
光
の
歩
み
が

楽
し
み
だ
。

勝間田　太郎さん
（萩蕪）
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毎
月
５
日
、
20
日
発
行
（
土
・
日
曜
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、
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）
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年
５
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６
日
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広
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て
ん
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●
編
集　

企
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広
報
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☎
（

82
）

４
１
２
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